
概要
これまで、インデックスをベースとするポートフォリオへ
の気候変動の統合では、炭素のリスク（化石燃料埋蔵量
や炭素排出量）の低減に主眼が置かれてきました。しかし
今、気候変動における低炭素経済への移行（トランジショ
ン）に伴うリスクと機会の両方をとらえるための、より高
度な選択肢への需要が高まっています。

FTSE TPI Climate Transitionインデックス・シリーズは、次世代の気候変動イ
ンデックスを投資家に提供し、このギャップを埋めるものです。このインデッ
クス・シリーズにおいては、気候データとサステナブル投資インデックス設
計におけるFTSE Russellの専門知識と、炭素排出量や炭素集約度が大き
い世界の上場企業の気候変動への取組みを評価するTransition Pathway 
Initiative（TPI）の分析が組み合せられています。

インデックス構成銘柄のウェイトは、特定の気候関連リスク（炭素排出量と化
石燃料埋蔵量）、機会（グリーンレベニューによる収益評価）、気候関連ガバナ
ンスに対する企業の取組み（経営品質 / MQ）、2℃目標と整合的な排出量 

（カーボン・パフォーマンス）、という5件の透明性の高い基準を用いて調整
されています。TPIの将来予測分析に基づく有意義な調整を経て、取組みが
進んでいる企業と遅れている企業の行動が明確に指数に反映されます。

利点
	− 5つの気候指標に基づいて、気候変動に対する企業の対応を明確に示 

します

	− 市場をリードするFTSE RussellとTPIのインサイトデータを統合します

	− 炭素排出量、グリーンレベニュー、「パリ協定」（目標との整合性）など、す
べての気候変動指標を大幅に改善するとともに、ベンチマークとの比較
でトラッキングエラーを管理します

	− FTSE Russellの投資ウェイト調整（ティルティング）によるマルチファクタ
ー・メソドロジーを用いた透明性の高いインデックス構築により、投資家
のスチュワードシップとコーポレート・エンゲージメント活動をサポートし
ます

特徴
	− 本インデックス・シリーズのメソドロジーは、グロ

ーバルかつ多様な株式のパフォーマンスを反映
するものです。低炭素経済への移行に伴うリスク
と機会を考慮してウェイトを変化させています。

	− 構成銘柄のウェイトは、5件の主要な気候関連指
標に基づいて調整されます。FTSE Russellのインプ
ットは、以下に対する企業のリスクを捕捉します。

	− グリーンレベニュー
	− 化石燃料埋蔵量
	− 炭素排出量

	− TPIスコアは、気候変動に対する企業の対応を評
価します。
	− 経営品質（MQ）：気候関連ガバナンスに対する

企業の取組み（気候関連財務情報開示タスク
フォース(TCFD)の勧告に沿ったもの）

	− カーボン・パフォーマンス：パリ協定と2℃目標
達成軌跡と整合的な排出量の削減に対する企
業のコミットメント

	− FTSE Global Factorインデックス・シリーズの高い
透明性とルールに基づくメソドロジーを採用し、
流動性、キャパシティ、分散、回転率に関する懸念
に対応します。

FTSE TPI Climate Transition 
インデックス・シリーズ
次世代の気候インデックス

インデックス概要
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FTSE TPI Climate Transitionインデックス・シリーズ

気候変動パラメータ

気候パラメータ 調整

化石燃料埋蔵量 	− 化石燃料埋蔵量で企業をアンダーウェイト

炭素排出量 	− 温室効果ガス排出量で企業をオーバーウェイトまたはアンダーウェイト
	− セクターニュートラル

グリーンレベニュー 	− グリーン経済移行への取組みで企業をオーバーウェイト

経営品質 (MQ)
	− 経営品質(気候ガバナンス)スコアで企業をオーバーウェイトまたはアンダーウェー
	− 地域・産業ニュートラル

カーボン・パフォーマンス 	− カーボン・パフォーマンス（2℃ ／2℃未満目標達成軌跡、評価で企業でオーバーウェイ
トまたはアンダーウェイト

FTSE TPI Climate Transition インデックス・シリーズ・ファミリー

ユニバース 気候エクスポージャ 除外

FTSE All-World TPI Transition ex FF ex  
Tobacco ex Controversies Index FTSE All-World カーボン グリーンレベニュー

移行との整合
化石燃料 タバコ 
不祥事・違反等

FTSE All-World ex Japan TPI Climate Transition Index FTSE All-World  
ex Japan

カーボン グリーンレベニュー
移行との整合

FTSE Developed TPI Climate Transition ex Coal ex 
Controversies ex Nuclear ex Tobacco Index

FTSE  
Developed

カーボン グリーンレベニュー
移行との整合

石炭 タバコ 
不祥事・違反等 原子力

FTSE Developed ex Korea TPI Climate Transition Index FTSE Developed  
ex Korea

カーボン グリーンレベニュー
移行との整合

FTSE Developed ex Australia TPI Climate Transition Index FTSE Developed ex 
Australia

カーボン グリーンレベニュー
移行との整合

FTSE Emerging TPI Climate Transition Index FTSE Emerging カーボン グリーンレベニュー
移行との整合

Russell 1000 TPI Climate Transition Index Russell 1000® カーボン グリーンレベニュー
移行との整合

FTSE Japan TPI Climate Transition Index FTSE Japan カーボン グリーンレベニュー
移行との整合

FTSE Australia 300 TPI Climate Transition Index FTSE Australia 300 カーボン グリーンレベニュー
移行との整合
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インデックス構築プロセス
ベースとなるユニバースを選定する
FTSE Developed インデックスなど、時価総額加重型指数をベースとします。

ステップ 1

一部企業を選定から除外する
武器（対人地雷、クラスター爆弾、化学兵器、生物兵器）を製造している企業を除外します。

ステップ 2ステップ 1

気候関連スコアでウェイトを調整（ティルティング）する
構成銘柄のウェイトへの調整は、「ティルティング」（オーバーウェイトまたはアンダーウェイト）を使用して達成され、これは構成銘柄レベルの
データに基づくものとなります。標準的な「気候ティルティング」は、化石燃料埋蔵量と温室効果ガス排出量の両方のリスクを大幅に削減しま
す。グリーンエコノミーの幅広いセクターからグリーン事業による収益を得ている構成銘柄についてウェイトを増加させます。気候関連ガバ
ナンスと「パリ協定」の炭素排出量軌跡へのコミットメント（それぞれTPIの経営品質評価とカーボン・パフォーマンス評価に基づく）は、TPIの
目標との明確で有意義な整合性を生み出すために、より強いティルティングを用いてはっきりと強調されます。特に、パリ協定の目的に沿っ
ていないと判断された企業はインデックスから除外されます（ただし、「パリ協定に沿った」コミットメントが明白になった場合、組み入れの対
象となり、再度組み入れられる可能性があります）。

ベースとなるベンチマークからの乖離を管理するために、経営品質スコア（地域業種ニュートラル）と、事業活動における炭素排出量（セクタ
ーニュートラル）に対し、それぞれ中立性（ニュートラリティ）の調整が行われます。

ステップ 2 ステップ 3ステップ 1

インデックスに各種制約を適用し、最終的なウェイトを決定する
分散の制約が破られないようにしながら、全体的なファクターの目的に寄与しない銘柄を排除します。この過程では、以下の制約が適用 
されます。

	− 国と業種に関するウェイトの制約
	− 最大株式銘柄レベルキャパシティ比率
	− 最小株式銘柄ウェイト

ステップ 2 ステップ 3ステップ 1 ステップ 4

インデックスを公表し定期的にレビューを行う
インデックスの見直しは毎年9月に行われます。

FTSE TPI Climate Transitionインデックス・シリーズ

インデックスを気候移行（トランジション）に整合させる
気候変動に関する考慮を投資戦略や投資判断に組み込む投資家のアプローチは、ますます洗練されてきています。この需要に対応するため
には炭素すなわち温室効果ガス排出量や化石燃料埋蔵量のリスク（のみ）に焦点を絞ったインデックスではなく、企業のグリーンな経済活動
を統合していく必要があります。さらに、気候移行（トランジション）と整合的なインデックスでは国際的な目標（例：2℃の気温上昇）に沿った排
出経路（グローバルベースで炭素集約度の高い企業は特に）に照らしながら、TCFDへの企業のコミットメントを把握する必要があります。

FTSE TPI Climate Transitionインデックス・シリーズは、FTSE RussellとTransition Pathway Initiative（TPI）の双方のデータと分析を統合し、こ
れを実現しています。FTSE RussellとTPIとの連携によって、このユニークなインデックス・シリーズのデザインと開発が可能になりました。

TPIは、低炭素経済への移行が（特に）気候変動のインパクトが大きい企業にどのような影響を及ぼすかを評価しようとしています。また、これ
らの企業が低炭素経済への移行に向けてどのような準備を行っているかを評価することも目的としています。

調査方法論を含め、TPIの詳細は、 www.transitionpathwayinitiative.org でご覧いただけます。
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FTSE Russell について
FTSE Russell は、革新的なベンチマーク、分析、データ・ソリューションを世界中の投資家に提供するグローバル・インデックス・プロバイダーです。FTSE 
Russell は、70カ国以上の市場や資産クラスを測定・ベンチマークする数千のインデックスを算出し、世界の投資可能な市場の98%をカバーしています。
FTSE Russell のインデックスに関する専門知識やプロダクトは、世界中の機関投資家や個人投資家によって幅広く利用されています。現在、約20兆1,000億ド
ルがFTSE Russell のインデックスをベンチマークとして参照しています。30年以上にわたり、一流のアセット・オーナー、資産運用会社、ETFプロバイダー、およ
び投資銀行が、投資パフォーマンスを計測し、ETF、仕組商品、インデックス・ベースのデリバティブ商品を組成するためにFTSE Russell のインデックスを参考
にしてきました。
FTSE Russellのインデックス設計と運用は、普遍的な原則を中核とした指針に基づいており、透明性の高いルールに基づいたメソドロジーは、主要な市場関
係者で構成される独立した委員会から得られた知見に裏付けられています。FTSE Russell は、インデックス設計とガバナンスにおいて業界最高の水準の適用
を掲げてIOSCO原理を採用しています。また、FTSE Russellは、インデックスのイノベーションとお客様とのパートナーシップに全力を注ぎ、提供するインデック
スの拡大と向上を目指しています。
FTSE Russell は、ロンドン証券取引所グループの完全子会社です。
詳細は www.ftserussell.com をご覧ください。

詳細については、 lseg.com/ftse-russell をご覧ください。ご質問につきましては、 info@ftserussell.com に電子メールをお送りいただくか、 
各地域のクライアント・サービス・チームのオフィスにお電話でお問い合わせください。
欧州・中東・アフリカ +44 (0) 20 7866 1810
北米 +1 877 503 6437

アジア太平洋
香港 +852 2164 3333
東京 +81 (3) 6441 1430
シドニー +61 (0)2 7228 5659
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